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西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2010 年 
  1 月 

 

186号 

 
  

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

保
安
用
品
の
レ
ン
タ
ル
・
販
売 

株
式
会
社 

標 

識 

一 

番 
 
 
 

  

武
蔵
村
山
市
三
ツ
藤
一
‐
八
‐
六 

 
 
 

  

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
四
一 

 
 
 
 

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
五
一 

 

有
限
会
社 

ナ
カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 

中
川 

克
己 

埼
玉
県
入
間
市
寺
竹
五
三
九
‐
八 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
三
二
二
六 

 
 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
一
九
九
八 

 

ク
レ
ー
ン
リ
ー
ス 

有
限
会
社 

新 

富 

重 

機 

羽
村
市
栄
町
二
‐
七
‐
一
七 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
八
一
〇 

 
 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
二
六
六
〇 

 

富 

岳 

物 

産 

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

所
長 

小
山 

智
禎 

昭
島
市
郷
地
町
三
‐
一
‐
一
二 

ワ
ロ
ム
ビ
ル 

 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
〇
〇
‐
二
四
五
一 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
四
四
‐
一
六
二
一 

 

セ
カ
ン
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

清 

水 
 
 

守 

羽
村
市
小
作
台
五
‐
六
‐
十
三 

電
話 

〇
四
二
‐
五
七
九
‐
四
八
二
一 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
‐
五
七
九
‐
四
八
二
三 

 
㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

 
代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

 
 
 
 

電
話 
〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

 

イ
リ
ソ
ウ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

入 

山 

宗 

弘 
 

埼
玉
県
朝
霞
市
栄
町
三
‐
一
‐
二
二 

六
〇
二 

電
話 

〇
四
八
‐
四
六
五
‐
〇
二
四
三 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
八
‐
四
六
五
‐
〇
二
四
三  

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 
 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

細
沼 

順
人 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

株
式
会
社 

中
村
建
材
工
業 

代
表
取
締
役 

中
村 

常
一 

あ
き
る
野
市
雨
間
三
二
二
―
一 

電
話 

〇
四
二
―
五
五
八
―
〇
〇
二
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
―
五
五
八
―
〇
〇
四
五 

 

有
限
会
社 

師 

岡 

建 

材 

代
表
取
締
役 

師
岡 

学 
 

奥
多
摩
町
大
丹
波
七
二
六 

電
話 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
二
七
三
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
一
四
二
二 

 

株
式
会
社 

東 

リ 

ー 

ス 

あ
き
る
野
営
業
所
長 

鈴
木 

雅
人 

あ
き
る
野
市
下
代
継
二
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
四
二
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
五
一
〇
五 

  

日
建
学
院
認
定
校 

青
梅
校
（
西
建
協
） 

２
級
建
築
士
学
科
（
日
曜
）
コ
ー
ス 

１
級
建
築
施
工
管
理
技
士
学
科
講
座 

１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
基
礎
講
座 

受
講
申
込
等
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 
 
 

賀 

正 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

林 

田 
 
 

武 
 

2010 
 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

輝
か
し
い
平
成
二
十
二

年
を
迎
え
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ 

ま
す
。 

昨
年
は
西
建
協
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
七
月
の
都
議
選
で
は
自
民
党
に
と

っ 

っ
て
、
大
変
厳
し
い
選
挙
と
な
り
ま
し
た
が
ご
支

援
の
お
陰
で
三
度
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
都
議
会
議
員
の
仕
事
は
、
第
一
に
都
民
の

幸
福
の
た
め
、
東
京
都
の
振
興
、
発
展
の
た
め
に

働
く
こ
と
で
す
が
、
私
は
そ
れ
以
上
に
地
域
か
ら 

選
ば
れ
た
都
議
と
し
て
、
西
多
摩
の
代
表
と
し
て 

 

都
政
に
送
ら
れ
た
政
治
家
と
し
て
、
何
よ
り
も 

西
多
摩
各
市
町
村
の
行
政
課
題
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
、
西
多
摩
の
皆
さ
ん
の
声
を
都
政
に
反
映

し
て
い
く
こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
理
事
長 

佐
久
間 

一
三 

 

平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆
様
方
に
は

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
の
政
権
交
代
以
降
の
、
政
治
的
変

革
の
中
で
、
混
乱
と
停
滞
に
よ
り
日
本
経
済
は
大

き
な
痛
手
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
西
多
摩
地
域
の
工
事
に
お
い
て
も
受

注
競
争
、
価
格
競
争
が
頻
発
し
、
採
算
割
れ
受
注

と
見
ら
れ
る
工
事
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け
ば
、
建
設

業
界
全
体
の
経
済
的
疲
弊
が
深
ま
る
ば
か
り 

で
す
。
同
時
に
、
地
域
に
根
ざ
す
建
設
業
と
し
て

の
生
き
方
が
壊
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
西
多
摩
地
域
の
美
徳
で
あ
る
助

け
合
い
、
思
い
や
り
、
な
ど
の
心
が
徐
々
に
薄
れ

て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま
す
。 

た
だ
単
に
、
個
々
の
会
社
の
事
情
で
、
他
の
地

域
に
切
り
込
ん
で
行
く
、
相
手
の
心
を
察
し
な
い 

 

で
、
自
分
の
思
う
ま
ま
に
行
動
す
る
。
こ
の
様

な
こ
と
が
本
当
に
人
間
ら
し
い
と
い
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
も
う
一
度
考
え
直
し
て
、 

他
を
活
か
し
自
分
も
生
か
す
道
を
見
出
し
て

ほ
し
い
と
念
願
を
し
て
い
ま
す
。
協
同
組
合

は
、
組
合
員
相
互
の
扶
助
と
発
展
を
期
す
る
目

的
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た

っ
て
、
今
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、
組
合
の
あ

り
方
を
考
え
直
す
時
期
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
協
同
組
合
の
運
営
に
つ
き
ご 

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

今
年
は
、
変
革
の
嵐
が
吹
き
す
さ
ぶ
年
と
考

え
ま
す
。
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
公
共
事
業
費

削
減
の
予
算
の
中
で
、
仕
事
を
確
保
し
、
適
正

な
利
潤
を
得
て
行
け
る
の
か
、
会
社
、
社
員
を

ど
う
養
う
か
、
地
域
で
ど
う
生
き
て
い
く
の

か
、
道
標
の
な
い
道
を
踏
み
出
す
よ
う
な
も
の 

で
す
。
頼
れ
る
の
は
自
分
の
判
断
、

努
力
だ
け
。
組
合
員
相
互
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
、
自
助
努
力

を
持
っ
て
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

か
の
松
下
幸
之
助
氏
の
言
葉
に

「
心
配
ま
た
よ
し
」
と
あ
り
ま
す
。 

憂
い
ご
と
に
直
面
し
て
も
、
こ
れ 

  

を
恐
れ
て
、
し
り
込
み
し
て
は
な
ら
な
い
。
心
配
や 

 

憂
い
は
新
し
く
も
の
を
考
え
だ
す
ひ
と
つ
の
転
機
で
は

な
い
か
、
そ
う
思
い
直
し
て
、
正
々
堂
々
こ
れ
と
と
り

く
む
。
力
を
し
ぼ
る
。
知
恵
を
し
ぼ
る
。
す
る
と
そ
こ

か
ら
必
ず
、
思
い
も
か
け
ぬ
新
し
い
も
の
が
生
み
出
さ

れ
て
く
る
。
新
し
い
道
が
開
け
て
く
る
。
ま
こ
と
に
不

思
議
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
不
思
議
さ
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

人
の
世
の
味
わ
い
は
限
り
も
な
く
深
い
と
い
え
よ
う
。 

松
下
翁
の
言
葉
の
通
り
、
業
界
の
脅
威
に
対
し
て
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
懸
命
に
努
力
を
し
、
乗
り
切
っ
て
、

事
な
き
を
得
て
ゆ
く
こ
と
に
大
き
な
生
き
が
い
を
お
ぼ

え
、
人
生
の
味
わ
い
を
覚
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い

な
こ
と
で
す
。 

 

今
年
一
年
間
の
組
合
員
皆
様
の
奮
闘
努
力
を
期
待
し

て
、
厳
し
い
年
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

西
建
協
！ 

頑
張
ろ
う
！ 

西
建
協
！ 

 

「
人
の
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
」 

自
由
民
主
党
内
閣
部
会
長 

衆
議
院
議
員 

 

井 

上 

信 

治 

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

旧
年
中
は
皆
様
の
ご
支

援
を
頂
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
で
三
度
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

依
然
と
し
て
わ
が
国
の
経
済
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
二
番
底
に
陥
る
危
険
さ
え
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
自
民
党
は
、
一
昨
年
か

ら
景
気
回
復
が
最
優
先
と
し
て
、
一
致
結
束
し

て
総
額
百
兆
円
以
上
の
景
気
対
策
を
実
施
し
、 

必
要
な
公
共
事
業
の
前
倒
し
や
長
期
優
良
住

宅
の
建
設
支
援
な
ど
を
行
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
一
時
は
景
気
の
底
打
ち
の
兆
し
も
見

え
ま
し
た
が
、
鳩
山
政
権
成
立
後
、「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
人
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
公
共
事

業
を
十
五
％
以
上
削
減
し
、
前
原
国
土
交
通
大
臣

は
「
建
設
会
社
は
二
十
万
社
で
も
過
剰
」
と
発
言

す
る
な
ど
建
設
業
界
に
き
わ
め
て
厳
し
い
対
応
を

続
け
て
お
り
、
深
刻
な
危
機
感
を
覚
え
ま
す
。「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
で
は
な
く
、「
人
の
た
め

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
事
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
地
元
・
西
多
摩
で
も
地
域
住
民
の
方
々

の
悲
願
で
あ
り
、
渋
滞
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
の

た
め
の
国
道
十
六
号
八
王
子
―
瑞
穂
拡
幅
事
業
の

凍
結
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、

早
速
、
福
生
や
瑞
穂
の
首
長
・
議
長
と
共
に
国
土 

  

交
通
省
の
幹
部
に
事
業
の
再
開
を
強
く
要
請
し
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

さ
て
、
私
は
三
年
目
と
な
る
自
民
党
青
年
局
長
に

加
え
、
こ
の
度
、
内
閣
部
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

「
次
の
内
閣
」
の
内
閣
府
担
当
大
臣
と
し
て
、
国
家

戦
略
や
行
政
刷
新
、
マ
ク
ロ
経
済
対
策
の
自
民
党
の

と
り
ま
と
め
役
等
と
し
て
菅
、
仙
谷
、
福
島
大
臣
ら

と
対
峙
し
て
い
ま
す
。 

 

本
年
も
、
我
が
国
と
西
多
摩
の
た
め
に
、
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
皆
様
の
現
場
の
ご
意
見
を
賜

わ
り
な
が
ら
、
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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山 

留 

工 

事 

株
式
会
社 

タ 

ク 

ト 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業
株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 

 
 
 

 
 

電
話 

〇
四
二
八
―
三
一
―
七
〇
〇
一 

 

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
販
売
店 

 
 

安 

藤 

物 

産 

株
式
会
社 

 
 
 
 

八
王
子
市
八
幡
町
八
‐
四 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
‐
六
二
三
‐
六
一
一
一 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
二
六
‐
一
三
〇
一 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠
原 

嗣
雄 

 
 
 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

           

電
話 

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

  

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他 

 
 

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

 
 
 
 

    

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一
六 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

  
 

日 
建 
学 

院 
 

立 

川 

校 
立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

 

電
話 
〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

 
 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一   

 

式

場

使

用

料

無

料 

そ
う
し
ん
ホ
ー
ル
青
梅 

 
 
 
 
 

青
梅
市
末
広
町
一-

二-

一 

 
 
 

   

電
話   

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ    

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
六
六 

 
 

 
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

太
平
洋
プ
レ
コ
ン
工
業
㈱ 

多
摩
支
店 

福
生
市
志
茂
一
五
四 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
八
六
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
三
‐
一
四
二
一    

  
 
 

 

法 

面 

保 

護 

工 

事 

株
式
会
社 

明 

商 
 
 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

電
話   

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ   

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五   

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

野
口 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

 
 
 
 

電
話  

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八 

 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

 砕
石
と
合
材
の
こ
と
な
ら
何
か
ら
何
ま
で 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

青
梅
市
新
町
九
‐
一
九
九
八 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

 

有
限
会
社 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

小
林 

廣
行 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

 

 
 
 

賀 

正 
 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

佐
久
間
理
事
長
を
は
じ
め

西
多
摩
建
設
協
同
組
合
の
皆
様
方
に
は
大
変
、

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
皆
様
に

と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ
る
よ
う
、
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

私
、
島
田
幸
成
は
昨
年
、
夏
に
行
わ
れ
た
都

議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
西
多
摩
選
挙
区
よ
り

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
は

絶
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
、
総
選
挙
に
お
い
て

は
、
民
主
党
が
大
躍
進
を
し
、
見
事
、
悲
願
で

あ
っ
た
政
権
交
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
政
治
が

大
き
く
変
わ
っ
た
、
こ
の
節
目
の
時
に
、
都
議

会
議
員
と
し
て
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
こ
の
上
の
無
い
幸
せ
で
あ
り
ま
す
。 

都
議
会
議
員
と
し
て
半
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。

私
は
決
算
委
員
会
に
所
属
し
、
各
事
業
を
見
渡

す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
問
題
が
あ
っ

た
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
お
け
る
経
費

で
す
。
十
分
間
で
五
億
か
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
経

費 

費
、
大
手
広
告
代
理
店
へ
の
随
意
契
約
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
啓
蒙
事
業
で
の
高
額
な
謝
礼
金
な
ど
、
多

く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
都
民
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
税
金
が
無
駄
に
使
わ
れ
な
い
よ

う
、「
事
業
仕
分
け
」
の
考
え
を
都
政
に
も
広
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

都
の
税
収
も
昨
年
度
比
で
一
兆
円
の
減
収
と
な

る
見
込
み
で
す
。
税
収
減
と
な
る
中
で
す
が
、
無

駄
を
排
除
し
な
が
ら
、「
暮
ら
し
」
に
必
要
な
政
策

を
重
点
的
に
実
施
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

以
下
の
三
つ
を
挙
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

第
一
に
、
鳩
山
政
権
と
連
携
し
、
子
ど
も
手
当

て
の
支
給
、
高
校
の
無
償
化
に
取
り
組
み
、
出
産
・

子
育
て
・
教
育
の
費
用
負
担
を
減
ら
し
、
全
て
の

子
ど
も
達
が
夢
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。 

第
二
に
、
都
民
の
医
療
・
介
護
の
不
安
を
な
く

し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
全
国
最
悪
と
な
っ
て
い

る
救
急
搬
送
時
間
の
短
縮
、
医
師
の
確
保
、
搬
送

先
司
令
塔
機
能
の
強
化
な
ど
や
、
子
ど
も
の
命
を

守
る
た
め
に
、
東
京
小
児
Ｅ
Ｒ
を
整
備
し
、
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集
中
治
療
室
）
を
一
．
五
倍
に
増

や 

や
し
ま
す
。
そ
し
て
、
必
要
な
病
床
、
介
護
施
設

な
ど
の
定
員
も
一
．
五
倍
に
増
や
し
、
介
護
難
民

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
す
。 

第
三
に
、
雇
用
不
安
、
中
小
企
業
の
経
営
不
安

を
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。
緊
急
雇
用
対
策
を
強
化

し
、
職
業
訓
練
の
規
模
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

信
用
保
証
料
補
助
の
拡
充
な
ど
で
中
小
企
業
を
支

え
て
い
き
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
協
同
組
合
の
皆
様
方
に
は
地
域
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
絶
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
素

晴
ら
し
い
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
地
域
の
イ
ン
フ

ラ
も
更
に
整
備
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
は
い
よ
い
よ
実
力
が
試
さ
れ
る
と
き
で

す
。
期
待
に
適
う
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

謹 
賀 
新 

年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

山 

下 
 

容 

子 

新
春
の
光
が
、
日
毎
に
明 

る
さ
を
増
す
頃
と
な
り
ま
し 

 
 
 

た
。
西
建
協
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
七
月
、
青
梅
市
民
の
皆
様
の
お
力
を
賜
り
、

都
政
に
活
動
の
場
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
青
梅
の
み
な
ら

ず
、
西
多
摩
全
域
の
皆
様
と
の
心
温
ま
る
出
会
い

の
数
々
が
あ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

都
議
会
で
は
環
境
・
建
設
常
任
委
員
会
に
所
属

し
、
環
境
と
建
設
の
調
和
、
融
合
を
モ
ッ
ト
ー
と

す
る
共
存
共
栄
の
二
十
一
世
紀
型
都
市
整
備
に
力

を
注
い
で
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
先
の
十
二
月
議
会
の
本
会
議
で
は
、
か 

 

ね
て
か
ら
、
そ
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し

た
オ
フ
ィ
ス
等
の
室
内
緑
化
を
求
め
る
一
般
質
問

を
行
い
、
石
原
知
事
の
前
向
き
な
答
弁
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 
 

昨
年
九
月
発
行
の
「
西
建
協
だ
よ
り
」
に
も
記

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
通
り
、
オ
フ
ィ
ス
等
の
室

内
緑
化
の
推
進
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
の
現
代
、
職

場
環
境
の
改
善
に
効
果
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
植
物
の
需
要
の
大
き
な
伸
び
に
伴
う
経
済

効
果
、
農
業
振
興
を
も
た
ら
し
ま
す
。
当
然
、
植

物
の
供
給
基
地
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
西
多
摩
地

区
で
す
。
建
設
業
界
で
は
、
室
内
緑
化
の
た
め
の

増
改
築
や
各
種
の
設
備
・
防
水
工
事
等
の
需
要
も

見
込
ま
れ
ま
す
。 

 

一
石
二
鳥
、
三
鳥
の
し
く
み
に
も
な
る
オ
フ
ィ

ス
グ
リ
ー
ン
政
策
の
実
現
に
、
私
は
全
力
で
取
り 

 

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

東
洋
の
暦
を
引
用
す
れ
ば
、
今
年
は
八
白
土
星

の
寅
年
。
改
革
を
よ
し
、
と
す
る
年
回
り
で
す
。

悪
し
き
慣
習
を
改
善
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
良
い
こ
と
で
も
、
そ
れ
に
満
足
せ
ず
、
よ
り

良
い
も
の
を
求
め
る
べ
き
年
と
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

西
多
摩
の
古
き
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら

に
新
し
い
発
想
を
加
え
て
、
環
境
の
世
紀
と
呼
ば

れ
る
二
十
一
世
紀
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
東
京

の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
寅
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、

地
に
足
つ
け
て
、
堂
々
と
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

 

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

  

私
た
ち
の
故
郷
西
多
摩
は
東
京
に
残
さ
れ
た
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
西
多
摩
の
自
然
を
生
か

す
中
で
、
よ
り
快
適
で
魅
力
の
あ
る
「
ま
ち
」
を

つ
く
っ
て
い
く
事
が
、
大
切
な
行
政
課
題
で
あ
り
、

大
き
な
目
標
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

西
多
摩
の
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
都
市
基
盤

整
備
は
何
よ
り
必
要
で
す
。
ま
さ
に
必
要
な
道
路
、

必
要
な
橋
梁
は
着
実
に
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な 

な
り
ま
せ
ん
。
遅
れ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て

ほ
し
い
と
い
う
声
は
、
西
多
摩
住
民
の
大
き
な 

声
で
あ
り
ま
す
。 

今
の
政
権
が
闇
雲
に
「
公
共
事
業
ス
ト
ッ
プ
」

を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
ら
に
掲
げ
、
ム
ダ
を
省
く
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
で
は
一
体
今
西
多
摩
で
進
め

ら
れ
て
い
る
公
共
事
業
の
ど
こ
が
ム
ダ
な
の
で
す

か
。
と
申
し
上
げ
ま
す
。
政
権
を
取
る
た
め
大
切 

 

な
税
金
を
ば
ら
ま
く
。
そ
の
た
め
に
四
十
四
兆
円

も
の
借
金
を
す
る
。
日
本
の
将
来
を
危
惧
し
て
や

み
ま
せ
ん
。 

西
多
摩
の
振
興
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
西
建
協
の
皆
様
と
共
に
、
都
政
で
頑
張
る
こ

と
を
約
束
申
し
上
げ
、
今
年
も
西
建
協
の
益
々
の

ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

島 

田 

幸 

成 
 
 

◇
新
年
会
の
お
知
ら
せ
◇ 

日
時 

一
月
二
十
七
日
（
水
）
午
後
六
よ
り 

会
場 

青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー 

三
階 

 
 

 

 



 


